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学園だより学園だより  

中１課外活動～護国神社 2011/12/8 

１１月２６日（土）、保護者会主催による恒例

の教育講演会が開催されました。今年の教

育講演会は２部構成となっており、１３時

からスタートした第１部では卒業生による

「岩田を語るシンポジウム」が行われまし

た。司会は保護者会会長の羽生正宗氏、ゲ

ストパネラーは、同窓会会長野村威雄氏

（１回生大分大学医学部講師、大分大学

卒）、東京大学医学部特任助教小野敏嗣氏

（４回生、東京大学卒）、山田水産石巻事業

所長岡田賢二氏（９回生、慶応大学卒）、大

分大学医学部５年生川野杏子氏（１９回生）

で、また学校側からは柳井教頭がコメン

テーターとして参加されました。シンポジ

ウムの中で、小野氏は岩田の教育で東京大

学医学部のような難関大に次々と合格でき

る秘密や、岡田氏は今回の東日本大震災で

九死に一生を得た後、復興に向けた苦労話

がありました。野村氏からは岩田に対する

激励、川野さんからは岩田での楽しかった

思い出などを聞かせていただきました。い

ろんな方面で活躍する方々の話を出席され

た保護者は熱心に聞かれていました。 

  その後１０分間の休憩をはさんで、１４時３

０分から第２部の灘中学校・高等学校の木

村達哉先生による「もっと高く！もっと遠

くへ！」と題した講演が行われました。先

生はご自身の子供の頃の思い出や灘の教員

生活での体験をもとに、保護者として子供

にどう向き合えばよいのかについてお話し

されました。このなかで先生は、自分がほ

め方が上手な親なのか怒り方が上手な親な

のかを理解したうえで、それぞれのキャラ

クターに応じた子供の指導を心がけること

が子供を伸ばす秘訣である事や、子供の将

来については長期的な視野に立って見守

り、挫折を克服できる強い子供を育てるこ

とこそが最も大切である事を強調されてい

ました。ユーモアあふれる口調に会場は終

始笑いに包まれ、また時折涙ぐみながらお

話しを聞かれる保護者の方もいらっしゃい

ました。当日講演会にお越し下さった皆

様，長時間にわたってご静聴いただきあり

がとうございました。 
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学園だより学園だより  

 11月19日(土)に保護者懇談会が行われま

した。体育館では９時30分より例年どおり

学校から今年度の各分掌の取り組みについ

て説明がありました。 

以下は説明会の内容です。 
 

１．教頭 柳井 修 
○今年度の学校運営について 

○学園祭のお礼 

○教育講演会の案内 

○防災マニュアルについて 

○シラバス 

○入試募集の案内 
 

２．進路指導部より 三浦準一 
 本校の指定校推薦に関する規定について

説明しました。また，外部模試の結果につ

いては，順位や判定ではなく苦手分野の確

認と次回に向けてその改善を図らせること

が重要であることを説明しました。 

３．生徒指導部より 楠田克彦 
 本校の服装規定について説明。また，生徒の

規範意識を高めるため，ルールを明確にし，指

導を行っていることをお話ししました。 
 

４．特別活動より 野村哲也 
○今年の学園祭も高校２年生がよく頑張

り、大成功でした。 

○次期生徒会長が決まり、今後は生徒会の

組織が作られていきます。  

○部活動の現状と今後についての説明をし

ました。 
 

５．教務より 橋本隆史 
 高校の進級・卒業に必要な単位の取得に

ついてご説明しました。また、考査に向け

ては手を動かす勉強、普段からの地道な努

力が必要である点をお話ししました。  

大地震・大津波が襲った場合の防災避難マニュアルが完成する。 

保護者懇談会～学校からの説明 

今年の大きな出来事として、３月１１日の東

日本大震災が上げられます。本校の今年度

の取り組みとしていた大震災があったとき

の避難マニュアルがこのほど完成しまし

た。震災時の避難経路や役割分担の確認な

ど専門家の意見を入れながら９ページおよ

ぶものとなりました。 

本校の海抜は４．３ｍ。大津波が襲ってきた

時は、これより高いマックスバリュ桜坂店

（１１．４ｍ）または舞鶴高校第２グラウンド

（２７ｍ）に避難します。また、非常食（目標２

０００食）や毛布（目標１０００枚）、その他マス

クやタオル、石けん等の備蓄も行っていま

す。 

１２月８日（木）の午後から中１が総合学習の

時間を使い課外活動を兼ねて、避難経路の

確認をおこないました。この日は交通に十

分注意しながらの移動だったのでマックス

バリュまで２０分、舞鶴高校第２グラウンド

まで２５分、護国神社まで３０分かかりまし

た。急ぎ足で行くとマックスバリュまでは

１５分くらいです。護国神社では、神主の八

坂さんから神社にまつわるおもしろい話を

していただきました。 

本校では今後毎年防災訓練に避難経路の確

認を取り入れることになっています。 
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難関校をめざす意義   進路指導主任 三浦準一 

 大手予備校の一つである河合塾は，毎年

大学入試のランキング表を作成されてい

る。しかしそのランキング表に掲載されな

い大学・学部も存在する。河合塾はこれら

の大学・学部を「ＢＦ(ボーダー・フ

リー)」(簡単に言えば，受験して不合格に

なることはほとんどない区分)としてい

る。今，地方大学を中心に，ランキングの

低下が進んでいる。 

 大学・学部の新設と少子化の進展もあ

り，数年前より「大学全入時代」の到来が

叫ばれて久しい。東大をはじめとする旧帝

大クラスや，早慶などの都心部の有名私

大，医学部などの難関学部では依然として

厳しい受験競争が見られ，ランキングの変

動はほとんど見られない。しかし，昨今の

経済情勢による地元志向の強まりの一方

で，都心部の難関大学を目指す高校生が多

いこともあり，地方大学では一部の学部以

外でランキングの低下が進み，以前よりも

格段と合格しやすくなっている。 

 その結果，大学・学部を選ばなければ，

誰でも「大学生」という肩書きを手に入れ

ることができるようになった。そして，

「大して努力しないでも入れる大学がある

のだから，中学・高校時代に学力を高める

ための努力などをせず，楽しく遊べばよい

のではないか」という考えが一部(？)に広

まったのではないかと危惧している。高校

生のこのような考えに，大学の学力を問わ

ない形式の入試などを導入して学生を早め

に確保したいとの意図があいまって，大学

のランキングに変化が進み，いわゆる「Ｂ

Ｆ」も現れたのではないだろうか。 

 マスコミ報道でもよく耳にするように，

現在の大学では，学習意欲の欠如や学力低

下が大きな問題となっており，大学の多く

で高校内容の補講が行われている。また一

部の大学では，新入生の１年生時点での中

途退学率が10％を超え，４年間では実に学

生の４人に１人が退学している(中央公論

新社の『大学生の実力 2012』参照)。ま

た，大卒新入社員の約３割が３年以内に離

職している(厚生労働省職業安定局「新規

学卒就職者の在職期間別離職率」)という

データもある。確実に，大学生の意識は昔

と比べて変化している。 

 中学・高校時代に，簡単なこと，楽なこ

と，面白いことに目を向けて時間を費や

し，やらねばならぬことに背を向けていて

は，人は変わることが出来ません。自分自

身を成長させてくれる難しいこと，大変な

ことに向かっていくことが大切なのです。

それは大学受験だけではなく，その後の人

生にも大きな影響を与えるはずです。 

 「自分の人生の可能性を広めるのも自

分，狭めるのも自分」です。岩田生のみな

さんは，学習に学園生活に真剣に取り組

み，いろんな苦労をしてもらいたい。大学

受験についても，楽に行ける大学ではな

く，自分の夢を実現できる可能性の高い大

学をめざし，そのための努力をたくさん重

ねて人間的にも成長していってもらいたい

と考えています。 

養護教諭 野村めぐみ 

 風邪が本格的に流行り始めました。 

マイコプラズマ肺炎や感染性胃腸炎に罹

患しているお子様も数名います。 

手洗い・うがい・マスクの着用を強化し

てくださいね。各ご家庭での健康観察も

よろしくお願いします。 

 

子宮頸ガン予防ワクチンについて 

 ５年生女子３回目の接種日が決定しま

した。 

 日時：12/20（火）昼休み12:40～12:55 

 持参物：予診票 

 となっていますのでよろしくお願いし

ます。 

 ５年生の子宮頸ガン予防ワクチンはこ

れで終了となります。 

 

 ２７回生ＷＹＳＨプロジェクト 

12/15(木)～12/16(金)に２７回生対象の

ＷＹＳＨ授業（性教育）が実施されま

す。 

授業担当者は中川先生です。理科の先生

らしい工夫を凝らした授業となっていま

す。 

授業の様子・子どもたちの感想など詳し

いことは、後日報告させて頂きます。各

ご家庭でも授業の内容・感想など機会が

あればぜひ話をされてみてください。 



1月15・16日両日大学入試センター試験が

行われ、本校の高校3年生IWATAコース110

名が受験しました。 

本校の受験会場は14回生以来10年ぶりとな

る日本文理大学でした。 

初日となる1月15日には朝早くから在校

生・職員・保護者などたくさんの方が見送

りに集まりました。 

5回生のセンター試験出発式から始まった

恒例の冷水かぶりには高２の有志が多数参

加しました。 

今年の寒さは例年に比べ一段と厳しく、前

日の最低気温は-2℃、当日も1℃で水行の

中止も検討されましたが、後輩の熱意で決

行となりました。 

2日目は前日からの雪が積もり(大分市内積

雪3cm)、市内の道路はいたるところで凍結

しました。 

集合時間に間に合うか心配されましたが予

定より15分早く出発をしました。 

極寒の中、大学入試センター試験始まる。 

2月10日(木)、本校としては初の試みとな

る強歩大会を大学受験最中の高３を除く全

校生徒で実施しました。 

近年、全国的に児童・生徒の体力は下降傾

向が心配されています。本校では体育科を

中心に、今年度より「基礎体力を作る」こ

とを念頭に毎授業で“岩田アップ トレー

ニング”の導入・実施、冬場においては

“持久力走”にも取り組んできました。こ

のような取り組みの総仕上げとして、強歩

大会を実施することになりま した。この

大会を通して基礎体力・持久力・忍耐力の

確認、また完歩することによる達成感・充

実感を体験することを目的としています。 

 これまで本校は鍛錬遠足や完歩大会等を

行ってきましたが、今回は距離が 長く心

配されました。しかしその心配もよそに全

員が制限時間よりはやく完走することがで

きました。 

目標は体力向上！中１～高２で２０ｋｍの強歩大会

高１ＡＰＵ立命館コース(４の４)の生徒14

名、現地で合流したTA(ティーチングアシ

スタント)の韓国人APU国際学生3名、引率

教員2名、計19名は 3月11日から４泊５日

の日程で韓国江陵市(カンヌン市)へ研修旅

行を行いました。仁川空港から高速バスを

つかって約４時間で到着した東海岸の人口

22万 人のカンヌン市には、日本人はほと

んどいません。心細い思いでフィールドリ

サーチに取り組みましたが、TAの指導やア

ドバイスで無事課題を終えることがで き

ました。最終日はソウル観光をし、韓国を

満喫して帰国しました。 

  また、高２ＡＰＵ立命館コース(５の

４)の生徒13名、引率教員2名、計15名も同

じ3月11日から７泊８日の日程で研修を行

いました。高２はシンガ ポールでフィー

ルドリサーチをした後、マレーシアでホー

ムステイをしながら、マレーシア工科大学

の先生の指導で英語研修を行いました。特

に３泊したホーム ステイはとても思い出

深いものになったようです。 

APU立命館コース修学旅行、元気に帰国 

4月27日(水)、毎年恒例の芸術鑑賞会を行

いました。19回目の今年は東京シビックカ

ルテットによる 弦楽四重奏コンサートで

した。 

今回は、熊川哲也バレエカンパニーのオー

ケストラに所属しているメンバーで、岩田

学園のコンサートのためにカルテットを組

んで頂いたそうです。 音楽科坂本文郎先

生の話「東日本大震災の後ということも

あって、少し難しいとは思いましたが、被

災者の方のレクイエム（鎮魂曲）を意識し

たプログラムでした。海外での演奏機会は

多いけれど、日本では上演の少ない本格的

なプログラムで、奏者も前日・当日共に時

間の許す限り真剣に練習していました。」

追悼の気 持ちや、難曲に取り組む演奏者

の真剣さが伝わったからでしょうか、一部

の生徒からは「引き込まれそうになっ

た。」「災害のニュースを思い出した。」

等の声 も聞けました。 

第１９回岩田芸術鑑賞会は東京シビックカルテット弦楽四重奏コンサート 

5月7日(土)に保護者総会が開催されまし

た。 

総会では昨年まで保護者会会長であった河

越祐人氏と副会長の菅原郷子氏の退任に伴

い新会長の選出を行いましたが，会長に羽

生正宗（はにゅう まさむね）氏，副会長

に佐藤真千子（さとう まちこ）氏が満場

一致で選出されました。 

また，平成23年度の活動方針と予算案も承

認されました。総会のあと各クラスから選

出された幹事から常任幹事が選ばれ，保護

者会の新執行部が発足しました。 

保護者総会が行われ、新会長に羽生正宗氏 



岩田学園を囲む名木クスノキの大規模剪定が始まる。 
10月31日(月)から大分市の名木として

親しまれている岩田学園を囲むクスノ

キの大規模剪定が始まりました。当日

はクレーン車や切りとった枝葉を粉砕

する機械が持ち込まれました。これほ

ど大がかりな剪定は本校としては初め

てのこととなります。今回の剪定で２０

ｍの樹高を１５ｍ程度までに下げます。

これにより落葉や日照が大幅に改善さ

れる見込みです。 

高校総合体育大会に続いて，6月8日(水)か

ら10日(金)までの３日間大分市中体連市総

体が行われました。 

今大会は中３にとって最後の大会となるも

ので、各会場で熱戦が繰り広げられました。 

本校からは、男子柔道50kg級に出場した中

２安東航星君が第１位になる活躍をし、県

体出場を果たしました。 

本校の体育系部活動は決して強くはありま

せんが、平日午後６時までと限られた時間

内で、熱心に練習に取り組んでいます。 

中体連市総体が行われる。壮行会では力強い選手宣誓。 

7月28日(木)に開催される『第41回 全国

高校ギター・マンドリンフェスティバルin

すいた』に参加するため、 ギター部29名

は、前日の27日に別府港に集合し、海路で

大阪を目指しました。 

今年は、曲の出来上がり（顧問の編曲のた

め）が遅く、演奏水準が心配されました

が、夏休みに追い込みの練習をし、 大阪

のステージに立つ直前も、サンフラワーの

船内や、早朝のホテルの一室でギリギリま

で練習に励みました。 

今年は優秀賞といううれし涙でフェスティ

バルを終え、部員一同、歓喜の夜となりま

した。 

応援に来てくださった保護者の方も過去最

高の人数で、応援に後押しされた結果と

ギター部おめでとう！全国大会で優秀賞！ 

今年も8月1日～10日の間、保護者会と同窓

会の協力で『真夏の寺子屋』を実施するこ

とになりました。これは保護者会が、8月

になっても子供たちに気を緩めることなく

規則正しい生活をしてもらいたいことと、

自ら積極的に学ぶ習慣を身につけてもらい

たいとの願いに共感した同窓会の全面的な

協力で実現しました。集まった学生は、本

校出身の大分大学医学部の学生を中心に集

まった有志総勢25名です。授業でわからな

いところや夏休みの宿題、ちょっと先生に

は聞きにく いところなども先輩たちに質

問できます。また、今年から勉強のやり方

等で後輩に役立つメッセージをそれぞれが

伝えました。参加者は本校の頼もしい先輩

を目標に、充実した夏休みを過ごすことが

できます。卒業生に感謝です。 

『真夏の寺子屋』本校卒業生が夏休みの宿題の面倒をみます！ 

9月17日(土)、第29回学園祭が始まりまし

た。今年のテーマは『瞬（とき）乗り越え

た、その先に～』です。「かけがえのない

一瞬一瞬を大切にしよう」「一生に一度し

かない今、仲間とともに笑い合い、苦労を

分かち合う何気ない一瞬、『瞬』が終わっ

ても忘れないようなものとしよう」という

思いが込められています。開会式では生徒

会副会長の金田雅祐子さんの力強い開会宣

言の後、成瀬輝一校長と南龍太生徒会長の

挨拶がありました。 

第29回体育大会テーマは“極戦”。今年は

北軍が２年ぶり勝利し、昨年の雪辱を果た

しました。 

また、学園祭の最終日の高２による演劇は

高校演劇の題材をもとに高２の宮本美音さ

んと立川英季先生が書き上げた『真夏のサ

ンタクロース』でした。笑いあり感動あり

のすばらしい演劇でした。 

第２９回学園祭。今年のテーマは『瞬（とき）～乗り越えた、その先に～』 

高１IWATAコースの修学旅行はオーストラリア・

ブリスベンで10月23日から11月1日までの10日

間の日程で行われました。ホームステイをしな

がら現地の小中学校で語学研修を行います。 

福岡から８時間のフライト時間で南半球オース

トラリアに到着しました。元気な26回生も移動は

かなり疲れた様子でした。市内観光の後、今年

はホストファミリーの待つ４つの学校(語学研修)

で、それぞれの家庭に引き取られました。各学

校には本校の生徒をお世話するコーディネー

ターがいて毎日ホームルームを行い、学校や

家庭で困ったことがないかなど相談にのってく

れます。現地の家族とホームステイによる１週

間の生活も生徒にとっては思い出深いものとな

ることでしょう。この旅行を通して生徒たちは大

きく成長したのではないでしょうか。 

高１IWATAコース修学旅行は今年もオーストラリアへ 
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 みなさん、こんにちは。スクールカウン

セラーの江藤です。 

朝の学校までの通り道で見かける皆さんの

顔が真っ赤に染まっているのを見かけるた

びに毎日の風の寒さを感じます。 

 

 先日の12月11日の夜遅くの空を皆さんは

見上げましたか？その夜は日本では11年ぶ

りの皆既月食。ぼくが23時近くに部屋の隣

にある公園にマフラーを巻いて出掛けると

もうそこにはたくさんの人たちがどこから

かやってきていて同じように夜空に浮かぶ

月を眺めていました。 

 

 地球が月と太陽の間にちょうど重なるこ

とで影を作って月食は太陽の光を反射して

光る月を見ている地球にいるぼくらには急

ぎ足で月が隠れていくように見えました。 

その月はまるで子供の頃に社会見学で見た 

新日鉄の高炉で燃える鉄の塊のように真っ

赤に色を変えてそれを見ているだけで不思

議なワクワクした気持ちになっていくのを 

ぼくは感じていました。 

 

 当たり前にそこにあるはずのものがなく

なること。それはこんなにも科学が発達し

た現代に生きているぼくたちですらいつも

見上げることに慣れてしまっていた月が姿

を消すことに驚いて心を騒がしてしまいま

す。まだ星の動きの仕組みを科学的に理解

できなかった今から1800年も昔の邪馬台国

の時代にはなおさらだったことでしょう。 

 

 最近の星の研究ではちょうど卑弥呼がな

くなった頃といわれる247年と248年に北九

州地方では皆既日食があったということが

わかりました。日食を前後として、卑弥呼

は死んで再び国は大いに乱れたと魏志倭人

伝では語られています。 

もしかしたら、邪馬台国の人たちは、欠け

ていく太陽によっていつもの風景が変わっ

ていくことに大きな不安を感じて、その不

安を解決する為の集団的行動として国を再

び乱してしまったのかもしれません。（少

しファンタジーが強すぎるかな。。。）? 

だけどもしかしたらこうした当時のぼくた

ちが理解できない自然の変化が神話と結び

ついてずっと昔から伝説のように語られ続

けてきた神話の中の天照大御神と卑弥呼を 

同一視するお話になっていったのかもしれ

ないなと月が欠けていくのを見上げながら

ぼんやりと考えていました。 

 

不安と恐怖のこと。 

 最近12月に入った頃のこと、ある受験生

の生徒が「受験が不安なんです。」「夜も

不安であまり眠れないんです。」とカウン

セリングルームにやって来ました。 

寝不足を物語ったその生徒の目は真っ赤

で、ぼくはその辛さに同情しながらお話を

聞いているうちに、実はその子が感じた感

情は不安ではなく恐怖なんだということが

わかってきました。 

 

 ぼくたちが感じる感情の内、不安と恐怖

という一見とても似ていて実のところ違う

二つの感情があります。不安とはそのドキ

ドキや心騒ぐことの原因や対象が漠然とし

ていて感じている本人もその正体を把握で

きていないものに対する感情のことで、ま

たそれに対して恐怖とは、特定の対象に対

する恐れの感情のことです。 

 

 一秒先も予想できない時間軸の上で生き

ているぼくたちは常に先に起こることそし

て出会うことに対する漠然とした不安を持

つ生き物です。だけどもその不安という感

情の根っこにあるものの正体に気がつくこ

とで不安を恐怖（恐れ）という感情に変え

ていくことが可能になるのです。 

 

  部活の試合の時やぼくたちがなにかと

戦う時、ぼくたちは目に見えない敵と戦う

ことは出来ません。相手をよく知ることで

初めてその対策ができ、戦略を立てること

が可能となります。そして、その練習を積

むことでそれまでできなかった事が出来る

ようになって、少しずつ自信を深めていく

こと。それを繰り返すことによっていつの

間にかそれまで抱いていた感情が変化して

いることに気がつく事が出来ます。この過

程こそが不安を恐怖に捉え直して乗り越え

ていくということなのです。 

 

 だけどこれまで経験したことのない受験

や進路、そして違う環境へ向かうというこ

とはあまりにその目的が大きくて漠然とし

すぎていて、そこで生まれて来る感情と 

うまく付き合えないと感じることもありま

す。その感情は、時には自分自身や周りの

人との関係に影響して悩んでしまったりす

ることもあります。もしもいつかそんなこ

とを感じた時には、ぜひカウンセリング

ルームに遊びにきてください。いろんなお

話をしながら、あなたがあなたでいれるよ

うにいつだって応援しています。 

 

 

 毎週水曜日の午前9時から午後6時まで。 

あなたが遊びに来てくれるのをカウンセリン

グルームで待っています。 

カウンセリングルームより     スクールカウンセラー 江藤行大 



生徒指導部より        生徒指導主任 楠田克彦 

 １２月２３日（金）から１月９日（月）まで冬季

休業となりますが，その間，自主登校な

どがあり，決して長い休みではありませ

んが，自己を見つめ直す絶好の機会です

。自分の目標を立てて，その実現に向け

計画を立て実行しましょう。以下に生活

心得を示しますので確認しておいて下さ

い。 

 

１.家庭での生活について 

(1)１日の生活時間の計画を立てて，規則

正しい生活を送りましょう。 

(2)健康管理に注意しましょう。また，虫

歯や疾病などの治療を休み中に行いま

しょう。 

(3)積極的に読書の時間を見つけ，幅広い

教養を身につけましょう。 

 

２.学習について     

(1)２学期の学習について反省し，不得意

教科については，その学習内容を十分

復習して３学期に備えましょう。 

(2)各教科から出されている課題を計画的

に進め，始業日に全教科提出しましょ

う。 

(3)１月２３日（月），２４日（火）に実力考査を

実施します。 

 

３.交通安全・公共マナーについて 

(1)交通ルールを遵守し，事故に遭わな

い・起こさないようにしましょう。   

もし，事故に遭ったり・起こしたりし

た場合はそれが小さな事故でも必ず警

察に通報すること。相手の名前や連絡

先，車の場合はナンバーや車種・色を

確認すること。あわせて学校・担任に

も連絡をして下さい。 

(2)自転車の二人乗り，並進，傘差し運

転，信号無視等絶対にしてはいけませ

ん。また，自転車運転中に携帯電話の

使用や画面の注視は禁止。大音量で音

楽を聴くことやヘッドホンなどを使用

しながらの運転も禁止です。違反者に

は５万円以下の罰金が科せられます。 

(3)自転車は防犯登録をし，必ず施錠（２

ロック）するようにしましょう。 

(4)自転車は所定の場所に駐輪し，決して

点字ブロックや歩行者の邪魔になるよ

うな場所には留めないようにしましょ

う。また，トキハ前道路（中央通り）

の歩道は駐輪禁止となっています。 

(5)ＪＲ・バスの中，公共の施設ではマナ

ーや施設の規則を守り，他の人に迷惑

にならないようにしましょう。特に，

ＪＲ・バスでは高齢者や身体の不自由

な人には積極的に席を譲りましょう。 

(6)運転免許の取得は禁止です。また，無

免許運転をしてはいけません。 

 

４.校外生活について 

(1)外出について 

・外出の際は必ず家の人に行き先，用

件，帰宅時間を知らせておくこと。 

・外出の際の服装は制服または清楚なも

のとし，必ず身分証明書を携帯すること。 

・夜間外出については，中学生は１９時

まで，高校生は２１時までとする。な

お，女子については，日没後の外出を慎

むこと。 

・深夜（午後１１時～翌日の午前４時）

の青少年の単独，もしくは集団での徘徊

は「青少年のための環境浄化に関する条

例」で補導対象となります。保護者同伴

であっても許可されません。 

・次にあげる場所は生活指導上好ましく

ないので保護者同伴でない限り立入を禁

止します。 

 喫茶店・カラオケボックス，インター

ネットカフェ（飲酒・喫煙を伴う恐れの

ある場所）・ゲームセンター・ゲームコ

ーナー（高額の金銭負担につながる遊技

場）などまた，日没後，公園，寺社やそ

の境内，墓地には立入禁止です。 

(2)部活動・練習試合等・自主登校について 

・普段の登校と同様，制服，体操服，部

でそろえたもので登校し，貴重品に関し

ては必ず，部の顧問，担任に預けること。 

・自転車も許可されている生徒のみで，

携帯電話は持ち込み禁止（許可者でも校

内での使用は禁止）。他校への練習試合

などでも同様です。 

(3)旅行・登山について 

旅行や登山などを行うときは，必ず保護

者の同意を得て，事故が無いようにつと

めましょう。なお，冬山登山は危険です

ので控えること。  

(4)補導を受けたとき 

万一，警察官・補導員より補導を受けた

場合は，身分証明書を提示し素直な態度

をとること。 

(5)アルバイトは禁止です。 

(6)飲酒・喫煙・窃盗・万引・薬物乱用な

どの反社会的行動はしてはいけません。 

 

５.インターネットなどについて 

(1)最近はインターネットでの出会い系サ

イトなどの有害情報によるトラブルや

犯罪にあう被害が急増しています。パ

ソコンや携帯電話などでのそのような

サイトの利用を禁止します。また，保

護者の方は必ずフィルタリングをかけ

て下さい。また，かけたフィルタリン

グをはずすことがないようにお願いし

ます。（詳しくは携帯電話各社にお問

い合わせ下さい。） 

(2)インターネット上の掲示板・ブログ・

プロフなどに他人に対して誹謗・中傷

を決して書き込んではいけません。 
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受験シーズン到来！岩田中高願書受付始まる。 

 大学入試は指定校や一般推薦の合格通知

が次々と入っています。IWATAコース２４回

生はいよいよ大学入試センター試験に向

かって最後の追い込みとなりました。ま

た、２回目の卒業生を出すAPU立命館コー

スの生徒は、全員の進学先が内定しまし

た。 

 本校の来年度の募集も始まり、初日12月

12日(月)にはたくさんの保護者が志願票を

持って来校しました。今年は中学・高校と

もほぼ例年どおりの日程となっています。 

 受験生がいるご家庭に吉報が届くことを

心からお祈り申し上げます。今後の日程は

次の通りです。 

 

 

 

岩田中学の入試日程 

12月17日(土)適性検査・一般入試願書締切り 

    23日(金)中学推薦適性検査 

１月４日(水) 〃 一般入試 

  ６日(金) 〃 推薦入試 

  ７日(土) 〃 合格発表 

  21日(土) 〃 入学者登校日 

岩田高校の入試日程 

１月14日(土)推薦入試願書締切り 

１月19日(木)推薦入試および合格発表 

  25日(水)  〃  入学手続き締切り 

    28日(土)一般入試願書締切り 

２月５日(日)   〃   および合格発表 

  13日(月)  〃  入試手続き締切り 

  18日(土)入学者登校日 

入学式は４月６日(金)、校外オリエンテー

ションは４月9，10日の予定です。 

同窓会(樟友会)総会の 

お知らせ 
 

 

 

 

 

 

 

 
年々盛大になってまいりました樟

友会総会が今年も例年どおり１２

月３０日に行われます。お知り合い

の卒業生がいましたら、ご連絡を

お願いします。(伏見） 

 

☆日時：１２月３０日（金）  

  受付開始１６：３０～ 

  総会開始１７：００～ 

  懇 談 会 １８：００～ 

終了１９：３０ 

☆会場：大分東洋ホテル  

☆会費：５,０００円（１～１２回生） 

３,０００円（１３～１９回生） 

２,０００円（２０～２３回生、

  現・旧職員） 

今年も残すところあとわずか。一年たつのは早いですね。 

よい年をお迎えください。来年もよろしくお願いします。 

～岩田学園職員一同 

 来春卒業予定のAPU立命館コースの進学

先が内定しましたのでご報告します。この

コースは全員が推薦入学となります。中学

に入学した岩田生は高校に入学するときに

受験コースのIWATAコースとこちらのコー

スを選択します。 

●ＡＰＵ－アジア太平洋学科 ４名 

      国際経営学科   ３名 

●立命館大学－法、文、産業社会、経営 

国際関係、政策科学、 

各１名、計６名 

APU立命館コース第２期生の進学先内定の報告 


